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ColumnColumn

いẵủの国のሥᠤỆờޓẰễい区؏ί公海おợỎ

ข海ࡁẦỤನ঺ẰủỦ区؏ὸỆおẬỦ生ཋٶಮࣱの

̬μểਤዓӧᏡễ利ဇをႸႎểすỦ、Ẑ国連公海ሁ

生ཋٶಮࣱңܭẑầ2026年1月Ệ発јしましẺ。Ắ

ủỆợụ、公海ởข海ࡁί以下、公海ሁὸỆおẬỦ生

ཋٶಮࣱầਤዓӧᏡễ形でሥྸẰủềいẪẮểầ஖

。Ằủềいますࢳ

海ỆỊ、ඝެ国のሥᠤೌのӏố海ể公海をまẺ

いで生ऒすỦ生ཋầいます。公海の大部ЎをҩỜỦ

ข海ỆỊᨗٽήầފẦễい、高い൦ןをӖẬỦểい

ẾẺ環境条ˑỆᢘࣖしẺẰまằまễ生ཋầ生ऒしề

おụ、大׹の生ཋẻẬでờૠɢᆔ以上ầ知Ụủềい

ます。まẺ、海බ生ཋのᢡˡ情報ỆỊ、Ҕᕤ品、င

業ဇᣞእሁỆ有ဇễཋឋを生ỚЈすờのờあụ、海

බỊச知のᢡˡ᝻เのܰࡉểờᎋảỤủềいます。

しẦし、海බの生ཋٶಮࣱỊ、ൢͅ٭ѣ、൲௨、ਤ

ዓӧᏡでễい利ဇሁのᏣیỆẰỤẰủềいます。

海බ環境の̬護・̬μỆ関すỦɟᑍႎễೌ利・፯

務ỆếいềỊ、Ẑ国連海බඥ条ኖί1983年੔৸ὸẑỆợ

ụ国ᨥႎễルールầܭỜỤủềいます。ɟ૾で、Ẑ生

ཋٶಮࣱ条ኖί1992年੔৸ὸẑのዸኖ国Ệおいề、生

ཋٶಮࣱの̬μởᢡˡ᝻เẦỤࢽỤủỦ利ႩᣐЎを

ỜẫỦᜭᛯầᡶỜỤủỦễẦ、公海ሁỆおẬỦ生ཋٶ

ಮࣱの問᫆ỆݣすỦ国ᨥ社会の関࣎ầ高まụましẺ。

ẮạしẺ්ủをӖẬ、国連の下でኖ20年ỆわẺỦᜭᛯ・

ʩฏầ行わủ、2023年Ệ本ңܭầ੔৸ẰủましẺ。

本ңܭỆợụ、公海ሁで海බᢡˡ᝻เを੔取・利

ဇすỦᨥの通報৖ዓỆьả、生ཋٶಮࣱの̬護を

ႸႎểしẺ区؏を公海ሁỆᚨܭすỦᨥの৖᪯ởॖ

࣬ൿ૾ܭඥầ新ẺỆルール҄ẰủましẺ。まẺ、公

海ሁの海බ環境Ệ重大Ầế有ܹễ҄٭をờẺỤす

おẸủのあỦ෇ѣሁỆếいềỊ、環境ࢨ᪪ᚸ̖の

ܱ଀ầ፯務ểễụ、Ẹの৖᪯ờଢᄩ҄Ằủềいます。

ẰỤỆ、ᢡˡ情報の利ဇẦỤࢽỤủỦ利ႩᣐЎ、Ꮱ

щ開発ở海බ技ᘐᆆ転Ệ関すỦ取ụৢいỆếいềờ

新ẺễᙹࢷầᚨẬỤủềいます。ӷ଺Ệ、本ңܭỆ

Ị関連すỦ条ኖ・ңܭሁのඥႎ૨୿ở国ᨥೞ関ểの

関̞ỆếいềờܭỜỤủましẺ。ẮủỆợụ、̊ảị、

Ṟ̬護区のᚨܭỆあẺẾề公海๤業をሥྸすỦע

؏ႎễ国ᨥೞ関ỆợỦਜ਼ፗểɲᇌẰủỦợạỆすỦ、

ṟข海ࡁのᤸཋ᝻เ開発のЎ野の環境ࢨ᪪ᚸ̖

ỆếいềỊ、ẸのЎ野でૢͳầᡶỜỤủềいỦルー

ルầᢘဇẰủỦ、ểいẾẺẮểầᎋảỤủます。

わầ国でỊ、本ңܭの国内ਜ਼ፗểしề、環境ࢨ᪪

ᚸ̖のݣᝋểễỦ෇ѣのᢠК、ᚸ̖のܱ଀ሁỆẦ

ẦỦ৖ዓをᅆすỾイドἻインầܭỜỤủましẺ。

ʻࢸỊ、ңܭのܱ଀ỆӼẬề、ዸኖ国ίわầ国を

ԃớὸỆợỦ౨᚛・ൿܭを経ềᢃဇ᩿でφ˳҄Ằủ

ềいẪᙸᡂỚです。ẮủỆợụ、公海ሁỆおẬỦӲЎ

野の取ụኵỚểờ相まẾề、̬護区ሁのᚨܭ・ሥྸ

ở環境ࢨ᪪ᚸ̖のܱ଀ሁầბܱỆᡶޒしềいẪẮể

ầ஖ࢳẰủます。

࢘社Ị、ข海؏まで調査ӧᏡễ൦中ロボテỵクス

をဇいẺ高ࡇễ調査技ᘐở、海බ環境Ệ関すỦ環

境ࢨ᪪ᚸ̖の豊富ễܱጚを有しềいます。ẮủỤの

技ᘐщể知ᙸを෇Ầし、本ңܭのݣᝋểễỦ区؏Ệ

おいềờ、生ཋٶಮࣱの̬μểẸのਤዓӧᏡễ利

ဇỆӼẬề取ụኵỮでまいụます。

࣭ാ۪ݪࡄޏਫ਼ġ生໤ఉ様଻ݪࡄΓンΗーġಃോġྶ

٬ဢ୆໤を̪͛ͥ૧た࣭̈́षσȜσのΑΗȜΠ
ȡ࣭Ⴒ٬࢖൝୆໤ఉအ଻ފ೰のอ࢘ȡ

建設・環境ܿ੅τεȜトɕトάΛクス
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׋のૢͳˁಮ(క)おợỎᢃဇ˳Сのಒࣞ׋ἒム༿三ഏΨሥ内 1׋

・河川情報、ダム基本情報
・ダム管理情報　・地形・測量データ
・基図データ　　・その他情報

特定 PCやソフトに依存せず、
全ての事務所職員がWebで閲覧！

BIM/CIM 成果ダム版三次元管内図 (Cesium)

BIM/CIM ソフト

Web上でアクセスして、
維持管理を効率化・高度化！

事務所職員 (社内 )
点群データ

点群データ閲覧ソフト

現場で閲覧して
継続的に活用！

事務所職員(現場 )

BIM/CIM 成果

BIM/CIM ソフト

業者 ( 設計 )

・近赤外線レーザ ( 点群データ )
・グリーンレーザ ( 点群データ )
・スワス堆砂測量 ( 点群データ )

・航空写真
・SAR 衛星画像

・近赤外線レーザ ( 点群データ )
・グリーンレーザ ( 点群データ )
・スワス堆砂測量 ( 点群データ )

地形･測量データ、基図データ

データを取得し、三次元管内図に
取り込むための処理を行う！

業者 ( 測量 )

ダム管理情報

・巡視点検結果
・360 度パノラマ写真
・解析結果

情報を三次元管内図に
取り込む！

事務所職員 ( 巡視･点検 )

२次ۯࡓၑデȜタġ৾ංȆੜၑȆै଼

२次ۯࡓၑデȜタġר။Ȇ活用

ఱि঑২ġع୼部ȁ໶൥ġ୍、ඤ५ġ੍

ȶńŦŴŪŶŮȷを活用した२次ۯࡓඤ଎͈ࢹಃ

२次元管理データの活用をȶ作るȷ౲ٴからȶঀい௽̫るȷ౲ٴへ。ŘŦţήρ;Ύで൲く२次元地

଎ܖ๕ȶńŦŴŪŶŮȷにより、రನ・ത࠿・ৢ૯・ത߲データ൝を一元اし、౗で͜ೄۜഎにե̢る२次

元管ඤ଎のࢹಃを実現します。現ાの฻౯を঑̢、ع୼・Θム管理のŅřを持௽എにଔૺします。

Point

※本଼ضは、九൮ၧ川Θθൡࣣۯၑ事務所Ņřڰဥ࠿൦業務Ȫ国土交通省ܪ߃地方整備局九൮ၧ川Θθൡࣣۯၑ事務所ȫの委託ͬ਋̫̀実

施した͜ので̳Ȫ֚໐、ু২ٳอ͚ͬ܄ȫ。

は̲͛に

ẮủまでӲעで三ഏΨሥ内׋Ḥ1のૢͳầᡶỮできまし

Ẻ。ɟ૾で、スタンドアローンでのᢃဇỆểỄまẾềいỦἃー

スở、ྵ場の業務ἧローểの連ઃầҗЎỆ׋ủẵ、ૢͳし

Ẻ঺ௐầዒዓႎễ෇ဇỆ結ỎếきỆẪいཞඞầあụましẺ。

ẸẮで、三ഏΨሥྸἙータをḛྵ場で̅ảỦ᝻ငḜồ転

੭すỦẮểをႸਦし、ᢃဇをឪໜểしẺˁኵỚỀẪụをᡶỜ

ềいます。ྵ場のЙ断を支ả、ዒዓႎỆ୼新・෇ဇできỦ

三ഏΨሥ内׋のನሰởᢃဇ、෇ဇ̊をắኰʼします。

CŦŴŪŶŮͬ活ဥし̹२ষۯࡓඤ଎の構築と׋ဥ

(Ĳ)ŘŦţブラ;Ύで൲̩२ষࡓ地଎基盤のनဥ

三ഏΨ׋ע基盤ểしề三ഏΨྸעᆰ᧓Ἑータをᵵeᶀ

ἨἻỸἈ上でѣ˺すỦӧᙻ҄、Ўௌ、σ有できỦỼーἩン

ἏースἩἻッἚἧỻームであỦẐCesiumẑを੔ဇし、PCởタ

ἨレッἚẦỤႺज़ႎỆદ˺できỦ環境をૢͳしましẺ。Ắủ

Ệợụ、ྵ場情報・台ࠚ・ໜ౨結ௐをӷẳ三ഏΨᆰ᧓でσ

有し、関̞ᎍầσ通のᙻໜでཞඞを৭੮できますί1׋ὸ。

まẺ、ଏ܍の業務システムở三ഏΨᚨᚘἴἙル(ᵠIᵫ/CIᵫ

঺ௐ)、ໜ群Ἑータ、ϙჇሁể௩᠂Ệ連ઃできỦẺỜ、ྵע

でのॖ࣬ൿܭをᡶỜỦẮểầできます。

(ĳ)२ষࡓΟȜタൡ合によるȨঀ̢るȩۯၑరನの৘࡛

ஹの三ഏΨ҄Ịӧᙻ҄ầ中࣎で、ྵ場での෇ဇầࢼ

ᡶỚỆẪいཞඞでしẺ。本取ụኵỚでỊ、ໜ群Ἑータ・

ᵠIᵫ/CIᵫ঺ௐ・ሥྸ台ࠚ・ໜ౨ᚡ᥵をCesium上でወ合し、

日ࠝのዜਤሥྸ業務で̅ảỦ三ഏΨሥྸ台ࠚをನሰし

ましẺ(2׋-A)。ወ合ỆợẾềࢽỤủỦɼễјௐỊഏのể

おụです。

※1：所管区域や管理対象を示し、関連情報を重ねて参照できる図

V ol.7 3 MAY 2026
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三ഏΨሥྸἙータのCesiumồのወ合イἳーἊ　2׋

ダム下流巡視ルート

音達区域
（ダム放流サイレン）

流域ビジネスインテリジェンス※3
収集データの閲覧

B)三次元データ(河床変動・斜面崩壊・地質構造)の閲覧

斜面崩壊
侵食

堆積

三次元地形モデル（BIM/CIMモデル統合）

ツリー表示

②Click
①Click

③Date Open

湖面巡視（記録データ連携）

A)三次元管理台帳

A地点B橋上流

R6/MM/D1巡視記録.pdf

R6/MM/D2巡視記録.pdf

R6/MM/D3巡視記録.pdf

河床下の地層構造
（サブボトムプロファイラー測定結果）

斜面崩壊の位置・形状河床変動による侵食・堆積

三ഏΨሥྸἙータầẐ᧠ᚁすỦẻẬの情報ẑẦỤẐྵ場

で̅いዓẬỦ᝻ငẑồể٭わụ、ዜਤሥྸのјྙ҄ể高ࡇ

҄をӷ଺Ệܱྵします。

(Ĵ)ġ河川・ダムۯၑ͒のߓఘഎ̈́活ဥ

ѣởؚᆢཞඞの৭੮ỆあẺụ、ย᣽঺٭࠿ஹỊ、ඕࢼ

ௐở᩿׋、ϙჇሁを̾КỆᄩᛐすỦ࣏ᙲầあụましẺầ、

ඕ٭࠿ѣởؚᆢཞඞを三ഏΨでӧᙻ҄すỦẮểで、҄٭

ͼӼをႎᄩỆ৭੮できます(2׋-ᵠ)。まẺ、૲ْ᩿ߐở

を支ࣖݣឋನ造のᄩᛐỆờ෇ဇでき、໎ܹ଺のИѣע

ੲします。

ẰỤỆ、ࢼஹỊໜ౨ᚡ᥵ởἰἝἷアルをұ଺Ệᄩᛐす

ỦẮểầ׉ᩊでしẺầ、ẮủỤをྵ場ỆおいềӋༀできỦợ

ạỆễẾẺẮểで、安μẦếјྙႎễໜ౨˺業ầӧᏡểễ

ụます。ᚘ画・ሥྸ・ዜਤのӲ場᩿でἙータをஇ大限Ệ෇

ဇし、ྵ場ɼݰのDXểᡆᡮễॖ࣬ൿܭをܱྵします。

おͩͤに

本ᆜでኰʼしẺ三ഏΨሥ内׋Ị、ଏ܍の台ࠚởໜ౨

Ἑータを෇ẦしễầỤ、ྵ場業務ể݅੗Ệ連ઃすỦẮểを

ႸਦしẺᢃဇ基盤です。ʻࢸỊ、APIḤ連ઃのਘΪởೌ

限ሥྸሁのᛢ᫆Ệ取ụኵỚếế、ඕ川・ἒムのཎࣱỆࣖ

ẳẺテンἩレーἚ҄ởシステム連ઃの҄ࢍをᡶỜềいきま

す。ݱᙹ模ễᚾ行ݰ入ẦỤ本఍ᢃဇまで段᨞ႎỆ支ੲ

し、ྵ場のᛢ᫆ởોծἝーἌを៊まảễầỤ、ḛ̅わủዓ

ẬỦ三ഏΨሥ内׋ḜのܱᘺỆ取ụኵỮでいきます。

●データの一元管理：
【従来】点群データ、BIM/CIM成果、台帳、点検記録が個別
に管理され、必要情報の確認に手間を要す。
【Cesium活用】各種データを一つの基盤上で管理できるた
め、継続的な運用と必要情報の即時参照に適している。

●直感的な操作性：
【従来】専用ソフトや個別資料の確認が必要で、利用者が限
定されやすい。
【Cesium活用】Webブラウザ上で利用でき、誰でも簡単に
閲覧・編集・確認の操作ができる。

※2  Application Programming Interface連携の略であり、外部
システムとデータや機能を連携する仕組み

※3  国土交通省が推進する、流域データ活用による意思決定支
援の取り組み

新たな取り組み
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太陽光発電型カメラ
LTE通信（低速）

土ჽ්౨知システムのμ˳΂ 1׋

AIによる
画像処理

データ蓄積
＋

クラウドサーバ静止画送信(１分間隔)

静止画はデータ容量が小さいため、山
間部における低速回線下(LTE回線等)
でも安定したデータ送信が可能

・ アラートメールで関係者のスマホ・PCへ迅速に検知状況を通知可能
・ WEBシステムで過去の検知状況の詳細を確認可能

関係者へ
アラート
通知

WEBシステム アラートメール

カメラ 夜間照明

太陽光パネル

スマホ

P CP C

スマホ

ૂ༭Ώステθমުུ部ȁૂ༭Ώステθমު部ġཡबૂ༭Ώステθ部ȁབ࠮ġ࿹生、౓࢛ġ๾、ᚧനġંܧ、५࢛ġ௛ఊ、

൐ཤ঑ഝȁع୼部ȁק౺ġఄୀ、ଫࡔġ߽ࢁ

łŊْ௨ੜၑͥ͢ͅാ୞ၠ࠿౶ΏΑΞθ

ȁȁఊု࢕อഩでؾ൱する΃ιρとłŊ画௨ٜଢ଼をழ͙ࣣわ̵る̭とで、ഩ࡙や通૞環境̦整̽̀い̈́い

౶で̧るΏΑΞムです。୓গ画を用いたłŊٜଢ଼により、જഩႁ・೩通࠿ષၠ໐で͜ാ୞ၠをু൲ၠࠌ

૞ၾでの׋用を実現し、ڞ׿地からാ୞ၠのอ୆ેޙを把握し࠙٦฻౯や੝൲చ؊を঑׳します。

Point

は̲͛に

ᡈ年、ൢͅ٭ѣのࢨ᪪Ệợụעޅႎễ集中ᝍᩋầف

ả、日本Ӳעで土ჿ໎ܹの発生ˑૠầفьしềいます。

ễẦでờ土ჽ්Ị、ɟࡇ発生すỦể下්؏Ệက大ễᘮ

ܹをờẺỤすẺỜ、早஖Ệ౨知しᄩܱỆᜩ়情報をˡᢋ

すỦẮểầ重ᙲです。

・ஹỊ、土ჽ්の౨知ỆỊ、ὁイἶーセンἇーởਰѣࢼ

ᘔએセンἇーểいẾẺཋྸセンἇーầ広Ẫ利ဇẰủềき

ましẺ。しẦし、ẮủỤỊ˺ѣࢸỆϐᚨፗởϐᚨܭầ࣏

ᙲểễỦ場合ầٶẪ、ዜਤሥྸỆ৖᧓ởἅスἚầẦẦỦໜ

ầᛢ᫆ểしềਦઇẰủềいましẺ。

ẮạしẺᏑ୎を៊まả、本取ụኵỚでỊ、᩼੗ᚑでቇତ

ỆᚨፗできỦỽἳἻểAI画΂ᚐௌỆბႸし、Ⴞ電щ環境

でờᢃဇできỦ静止画ểAI画΂ϼྸをኵỚ合わせẺ土

ჽ්౨知システムを開発しましẺ。本ᆜでỊ、Ẹのˁኵ

ỚểཎࣉỆếいềắኰʼします。

ാ୞ၠ検౶システムのॽழみ

土ჽ්౨知システムỊ、ᨗٽή発電でᆙ΁すỦỽἳἻ

ầฒ්ởჿ᧸ءؤのཞඞを静止画ểしềજࢨし、ઃ帯電

話ׅዴ(LTE)を利ဇしềクἻỸドἇーἢồᡛ̮しềᚐௌ・Ⴓ

ᙻすỦˁኵỚです(1׋)。　

土ჽ්ầ発生しởすい上්؏Ịՠဇ電เầૢͳẰủ

ềいễいẮểầٶẪ、ᨗٽήἣネルểᔛ電൷をኵỚ合わせ

ỦẮểで、電เᄩ̬ầᩊしい山᧓部でờዒዓႎễႳᙻầ

ӧᏡểễụます。まẺ、ٸ᧓଺ỆỊༀଢをᐯѣໜ໊ẰせỦ

Ắểでٸ᧓のᙻᛐࣱをᄩ̬できます。

ỽἳἻỊ1Ў᧓ᨠでẐજࢨẑểẐᡛ̮ẑầӧᏡểễỦೞᏡを

ͳảỦẮểでෞᝲ電щをஇݱ限Ệ৮ảます。ᡛ̮ẰủẺ静

止画ỊクἻỸドシステム上でAIỆợỦ画΂ᚐௌầ行わủ、

土ჽ්の発生有無ầჺ଺᧓ẦếᐯѣでЙܭẰủます。

静止画΂ỊἙータ容᣽ầ᠉いẺỜ、通̮ᡮࡇầ限ỤủẺ

環境下でờ安ܭしềᡛ̮でき、ᚐௌ結ௐỊPCởスἰーἚἧ

ỻンồұࡈỆ通知Ằủます。土ჽ්ầ౨知ẰủẺᨥỆỊ、

発生଺Цểྵע画΂をชảẺアἻーἚἳールầᡛ˄Ằủ、

関̞ᎍầཞඞをұࡈỆ৭੮し、ᜩ়ሁЙ断ởИѣࣖݣ

ầܱ଀できỦợạ支ੲします。

※本業務は、国土交通省۾൐地方整備局ີআ川गཡ事務所からの委託で実施しました。
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଺おợỎ土ჽ්発生଺ỆおẬỦAIセἂἳンテーシἹンᚐௌ結ௐのൔ᠋ࠝ࠯ 3׋

AIỆợỦセἂἳンテーシἹンの入ЈщイἳーἊ 2׋

AIAI

入力 出力

【元画像】 【AI 解析結果】

土砂を伴うう河川領域域（土石流領域）の増大量に基づき異常を検知

河 川 ：
陸 ：
森 林 ：
その他：

平常時

【元画像】 【AI 解析結果】 【元画像】 【AI 解析結果】

【元画像】 【AI 解析結果】 【元画像】 【AI 解析結果】

その他：森林：陸：河川：

平
常
時

土
石
流
発
生
時

その他

森林

河川陸

河川
陸

森林

Ḥ1 画΂内のἦクセルを、Ẹủầ˴であỦẦ(ʴ、៻、ᆰሁ)のỽテゴἼ
КỆЎ᫏すỦ技ᘐです。

Ḥ2 ᧤͌Ị、ฒ්ắểのỽἳἻሖ所ỆࣖẳềᚨܭすỦẮểầできます。

夜間時

平常時

夜間時

河川： 陸： 森林： その他：土砂を伴う河川領域(土石流領域)の増大量に基づき異常を検知

ᵹ謝ᠴᵻ

本システムのችࡇӼ上ỆあẺụ、ܱᚰἧỵールドởӲᆔ画΂Ἑータのắ

੩̓ễỤỎỆắяᚕを᪬্いẺしましẺ、国土ʩ通Ⴞ関東ૢ૾עͳޅ

富士川ჿ᧸事務所のႏಮỆ、࣎ợụज़謝ဎし上ậます。

୓গ画AŊٜ析ͬဥ̞̹ാ୞ၠ検౶਀法

本システムでỊ、静止画をờểỆ土ჽ්の発生ཞඞを

৭੮すỦẺỜỆ、画΂内のӲ᪸؏ầ˴をᅆしềいỦのẦ

をЙКすỦẐセἰンテỵックセἂἳンテーシἹン৖ඥḤ1ẑを੔

ဇしềいます。ฒ්ởჿ᧸ءؤをજࢨしẺỽἳἻ画΂をဇ

いềೞ఺学፼を行い、土ჽ්を౨知すỦẮểỆཎ҄しẺ

ᚐௌἴἙルをನሰしềいます(2׋)。

ᚐௌἴἙルでỊ、画΂内の᪸؏をẐඕ川ẑẐ陸עẑẐ森

௎ẑẐẸの˂ẑのᾃᆔ᫏ỆЎ᫏できỦợạỆễụ、土ჽ්発

生଺ỆおẬỦӲ᪸؏の҄٭᣽をܭ᣽ႎỆምܭすỦẮểầ

ӧᏡểễụましẺ(3׋)。土ჽ්౨知のЙܭỊ、ࠝ࠯଺の

Ẑඕ川ẑ᪸؏のૠ͌を基แểしềᚨܭし、ီࠝ଺のẐඕ川ẑ

᪸؏のفь᣽ầɟܭの᧤͌Ḥ2をឬᢅしẺᨥỆ土ჽ්発

生ểしề౨知すỦˁኵỚểしềいます。

おͩͤに

ή発電Ệợụᆙ΁すỦỽἳἻểAIỆợỦ画΂ᛐᜤ技ᨗٽ

ᘐをኵỚ合わせẺ本システムỊ、電เở通̮環境ầૢẾ

ềいễいฒ්ሁの上්部でờݰ入ầӧᏡểễụ、Ⴞ電щ

で安ܭしẺႳᙻをܱྵすỦẮểầできます。本システムの

ợạễ᩼੗ᚑ׹のˁኵỚỆợụ、Ắủまでのྵ場Ệᚨፗす

Ủࢼஹ૾式のཋྸセンἇーでỊᩊしいཞඞ下でờ、土ჽ

්の発生ཞඞをቇҥẦếᡆᡮỆႳᙻ・৭੮すỦẮểầӧ

Ꮱểễụます。

ʻࢸỊ、画΂ᛐᜤችࡇのẰỤễỦӼ上ở、ٶಮễᐯ໱

環境下での安ܭᆙ΁ỆӼẬẺો良をᡶỜỦẮểで、ợụࢍ

。しềいẪẮểをႸਦしềいますޒễ᧸໎システムồ発׍

新たな取り組み
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図2 3次元イメージによる創出環境・工夫点の共有

図1 ゲームエンジンで作成した3次元イメージ

【計画段階】 多様なデータ解析に基づき、科学的に検討結果を提示
します。また、視覚的にわかりやすい３次元イメージの作成により、
住民・関係機関との円滑な合意形成を支援します。

【施工段階】 計画段階で作成した3次元データを建設機械が直接利
用する「ICT施工」へと展開します。これにより施工の精度と効率を
向上させるとともに、施工業者や発注者と緊密に連携し、現場で発
生する課題にも柔軟かつ迅速に対応します。

【維持管理段階】 UAV(ドローン)や環境DNA分析等の先端技術を
用いて効率的なモニタリングを実施し、状況に応じた順応的な管
理を実現します。

※ iRIC（International River Interface Cooperative）：

    多様なモデルで河川の流れや地形の変化のシミュレーション、

    生物生息場の機能を評価できるオープンソースソフトウェア

本川接続部ワンド：広大な緩流 水路部②：水路幅に広がりをもたせる

水路部①：水路幅の細い流水

捨石による生息場多様化の工夫① 捨石による生息場多様化の工夫②

深み

深み

斜めに設置し
流れを寄せる

越流により下流
部に深みを創出

九州支店 環境技術・生態部 澤 海人、九州支店 河川部 杉本 博幸、社会基盤本部 国土保全事業部 堀江 克也

デジタル技術を活用した次世代かわづくり

ゲームエンジンを用いた3次元データの作成や整備効果の把握、現地施工への活用、施工後モ

ニタリングにより、治水と環境保全を両立する“次世代のかわづくり”を実現します。計画から評価・設

計、施工、維持管理までを一気通貫でサポートします。

Point

※本業務は、国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所からの委託で実施しました。

“かわづくり”に求められる新たなアプローチ

近年、気候変動の影響による豪雨の頻発化・激甚化に

より、河川氾濫や浸水リスクは全国で高まっています。一方

で、生物多様性の損失が国際的な課題となり、自然環境

の保全・再生を重視するネイチャーポジティブの理念が広

がりつつあります。こうした状況のなかで、地域の安全性を

確保しながら、生態系の保全を実現する”かわづくり”がこれ

まで以上に求められています。しかし、限られた予算や人材

のなかで、多様な関係者の合意形成を図りながら、治水と

環境保全を両立させることは容易なことではありません。

そこで鍵となるのが、先端技術を活用し、新たなアプロー

チにより治水と環境保全の両立と効率的な合意形成を可

能とする“次世代かわづくり”です。

次世代かわづくりを支える統合的な技術の提供

当社は建設・環境分野の総合コンサルタントとして、「計

画」「施工」「維持管理」の全段階にわたり、治水と環境保

全を両立させるサービスを幅広く提供しています。

以下では、次世代かわづくりを支える技術の詳細につい

て紹介します。

治水と環境保全の両立を実現する具体的技術

【計画①】ゲームエンジンによる整備後イメージ可視化

ゲームエンジンを用いて3次元イメージを作成することで、

立体的で体験的な可視化が実現し、整備後の姿を”直感

的にイメージできる”ようになります(図1)。視覚的な共有

は、治水と環境の両立を目指したデザインの効果的なブ

ラッシュアップを可能にし、関係者間の認識のズレを最小

限に抑えます(図2)。

3次元イメージの作成は比較的容易で、専門の設計技術

者でなくても扱えるのが大きなメリットです。地域住民を含む

多様な参加者との意見交換会に活用することで、整備内容

に関する要望の収集や調整を円滑に進めることができます。

【計画②】3次元データを活用した整備効果の定量評価

作成した3次元イメージ(図1)は、3次元データとして出

力でき、“iRIC※による評価”にも活用できます(図3)。これ

により、環境創出の効果や地形変化等を定量的に示しな

がら、データに基づいた計画立案を実現できます。その結

果、計画段階での課題を早期に把握しながら、設計の最

適化にもつなげることができ、プロジェクト全体の効率的か

つ効果的な推進に寄与します。

Vol.73 MAY 2026
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ồの෇ဇの්ủ߻3ഏΨイἳーἊẦỤICT଀ 4׋

ᵹ業務ܱጚᵻ

ẋἄームỺンἊンをဇいẺ3ഏΨ川ỀẪụểICT଀߻
　ᵹ国土ʩ通Ⴞ 九州ૢ૾עͳޅ 川内川ඕ川事務所ᵻ
Ḥ上ᚡのɟ連の取ụኵỚỊ、インἧἻDXỆ関すỦΟủẺ取ụኵỚểしềẐˋ和5年ࡇ

　　インἧἻDX大ចẑをӖច

ẋ三ഏΨἙータを෇ဇしẺ川ỀẪụἙἈインἅンἬ　　　　
(ɼ͵：川ỀẪụἙἊタル研究ἧỻーἻムแͳ会)
Ḥˋ和5年ࡇ：இΟᅵច1ˑ、ڜѕច3ˑ、ˋ和6年ࡇ：இΟᅵច1ˑ、 ڜѕច1ˑ

デי׫ンङസ
ンした地૛י׫ンジンでデםーؕק

デי׫ンङസ
ഞ፛した地૛データ

㕳಑ଭ็૱に用いる
CIMؗデؠ デי׫ンङസ

ഒ断๦૛

ࣧ断૛ඡ

ؠデؗ׮ל؊ーת

3಑ଭ็૱データ

ゲームエンジンでデザインした地形

出力した地形データ

デザイン箇所

デザイン箇所

デザイン箇所

3次元設計データ

実際の施工状況

３次元設計に用いる
CIMモデル

ඕ川環境の3ഏΨἙータ：ૢͳјௐのᚸ̖結ௐ 3׋
ί්ᡮ・൦ข・ᮄ᫏生ऒӧᏡࣱὸ

流速

本川接続部：
深みのある緩流環境

水路部：
流速に変化のある細流環境

本川接続部を中心に環境創出の注目種で
あるオイカワ仔稚魚の生息可能性が高い

水深

オイカワ仔稚魚の生息可能性 1.0 0.8 0.6 0.4 0.2 0.0HIS
_C

SI
HIS

_C
SI

生息
可能性 高 低

ȺঔࢥӱȻ設計̥らঔ͘ࢥで֚気通۹のΟȜタ活ဥ

ᚘ画段᨞で˺঺しẺ3ഏΨἙータỊ、Ẹのままܱᨥの

ICT଀߻Ệ෇ဇできます。3ഏΨイἳーἊ˺঺ḵೞᏡᚸ̖

ḵᚨᚘἙータ҄ḵICT଀߻ểいạɟ連の්ủを通しề、ἄ

ームỺンἊンで˺঺しẺ3ഏΨのૢͳイἳーἊを、ḛ࡫ᚨ

ೞ఺ầᛠỚᡂỜỦᚨᚘἙータḜểしềɟൢ通ᝦで෇ဇしま

すί4׋ὸ。ẮủỆợụ、ᚘ画通ụのദᄩễ଀߻ầӧᏡỆễ

ỦẻẬでễẪ、৖৏ụở修ദの৖᧓を大ࠢỆЪถし、ἩロἊ

ỹクἚμ˳のјྙを大きẪӼ上Ằせます。

ȺঔࢥӲȻ࡛ાの་化に͜਴඲に対؊

ܱᨥのඕ川߻事でỊ、ेܭ外のᛢ᫆ầ発生すỦẮểỊ

ྦྷしẪあụませỮ。ẸのẺỜ、࢘社でỊ、଀߻業ᎍở発ද

ᎍểዬ݅Ệ連ઃし、ྵ場をᙻݑしễầỤᚨᚘἙータを᨟଺

調ૢすỦሁ、௩᠂Ệࣖݣしềいます。ẮạしẺ取ụኵỚỆợ

ụ、ἩロἊỹクἚのᨦܹを取ụᨊき、ợụܦ঺ࡇの高いẐẦわ

ỀẪụẑをܱྵしềいます。

Ⱥ֋঵ۯၑȻ୶౤ܿ੅ͬ活ဥし̹ঔࢃࢥκニタリンΈġ

ᐯ໱環境Ịɧᄩࣱܱầ高Ẫ、ेܭ外の٭ѣầ発生すỦ

ӧᏡࣱầあỦẮểẦỤ、଀ࢸ߻ờዒዓႎễἴἝタἼンἂểᚸ

̖をܱ଀すỦẮểầ重ᙲểễụます。࢘社でỊ、ᵳAᵴίドロー

ンὸ1)2)ỆợỦע形・ౡ生の৭੮ở環境DᵬAЎௌ3)4)ỆợỦ

生ཋ相のјྙႎễ調査ሁ、இ新調査技ᘐをኵỚ合わせ

ẺḜ˯ἅスἚでјௐႎễἴἝタἼンἂḜをܱ଀しềいます。Ắ

ủỆợụ、環境の҄٭をႎᄩỆਵả、࣏ᙲỆࣖẳềሥྸ૾

ᤆを調ૢすỦ᪯ࣖႎሥྸをܱྵします。

おͩͤに

本ᆜでỊ、ഏ世ˊẦわỀẪụの取ụኵỚỆӼẬề、࢘社

の先ᇢ技ᘐểẸの෇ဇ事̊をኰʼしましẺ。ൢͅ٭ѣの

ᡶ行ở生ཋٶಮࣱの੷ڂሁ、社会を取ụࠇẪᛢ᫆Ịʻࢸ

ờɟޖᙐᩃ҄ầʖेẰủます。࢘社ỊẮủỤのᛢ᫆ỆჇ

ઋỆӼき合い、඙൦ể環境̬μをỊẳỜểしẺࠢ広いЎ

野Ệおいề、ݦ門ႎ知ᙸể技ᘐの高҄ࡇをዒዓしềᡶỜ

ềいきます。

ᵹ関連᝻૰ᵻ

1)　i-net62ӭẐドローンᶣ画΂ᚐௌ：ᮄ道ԗᡀ්ඞのᙸảỦ҄ẑ

2)　i-net70ӭẐ熱赤外ዴỽἳἻ઀載ドローン῍଀ᚨໜ౨・環境調査ồの෇ဇ῍ẑ

3)　i-net59ӭẐ環境DᵬAЎௌỆợỦᮄ᫏相৭੮ẑ

4)　i-net72ӭẐ環境DᵬAЎௌ৖ඥの開発῍ᙐૠの生ཋ群のӷ଺౨Ј῍ẑ

新たな取り組み
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図1 JBO4中間提言の総合評価結果1)

はじめに

私たちの日常生活や経済活動は、水や空気、食料、気

候の安定等、自然がもたらすさまざまな恵みである生態

系サービスに支えられています。しかし、その源である生

物多様性は失われつつあることから、2030年までにネイ

チャーポジティブ(生物多様性の損失を止め、回復へ向

かわせること)の実現が国際的な目標として掲げられ、取り

組みが進められています。

わが国では、生物多様性および生態系サービスの現

状と取り組みの進捗を評価した「JBO(Japan Biodiversity 

Outlook)」をこれまでに3回公表し、その結果は国の政策

や各主体の取り組みの促進にも反映されてきました。次の

報告書となるJBO4に先立ち、「生物多様性国家戦略

2023-2030」(以下、国家戦略)のもとで進められてきた

取り組みの進捗状況に関する中間レビューとして、今回

JBO4中間提言が公表されました。本稿では、中間提言

の概要とともに、当社が支援した内容のうち、総合評価手

法の検討に関する内容をご紹介します。

JBO4中間提言の概要

本中間提言では、2030年ネイチャーポジティブ実現に

向けて各分野・セクターの取り組み方針をまとめた5つの基

本戦略下に設定された、状態目標(目指す自然や社会の

姿)の進捗を評価しました(図1)。評価結果から明らかとな

ったのは次のポイントです。

この危機感を社会全体で共有し、自治体や民間企業

をはじめ、あらゆる分野が連携・協働して取り組みを推進・

加速化していくことが求められています。

総合評価手法の検討

国全体の生物多様性および生態系サービスの価値や

現状等を総合的に評価する取り組みは、先進モデルとし

て国際的にも高く評価されています。そのため、JBOで用

いる評価手法の信頼性・透明性は、他国からも注目され

る重要なポイントとなります。

今回、国家戦略の状態目標の進捗評価にあたり、より

客観的で透明性のある総合評価手法が設定されました。

当社は生物多様性・生態系サービスの観測および定量

評価等に関する技術や自然関連分野の最新動向に関す

る知見等を活かし、その検討を支援しました。

わが国のネイチャーポジティブ実現に向けて～進捗の評価手法検討～

国土環境研究所　地域共創推進部 那花 美奈、川瀬 拓矢、藤村 將人、川上 遼子、幸福 智

※本業務は、環境省自然環境局自然環境計画課からの請負業務として実施しました。

環境省は2030年ネイチャーポジティブ実現に向けたわが国の現在地を評価した「生物多様性および生態系サー

ビスに関する総合評価2028(JBO4)に向けた中間提言」(以下、JBO4中間提言)を公表しました。当社は、本提言の

とりまとめを支援しており、本稿ではそのなかでも総合評価手法の検討を支援した内容をご紹介します。

・自然の状態： 全体として損失が続いており、生態系サービス(自
然の恵み)も回復には至っていない

・社会の動き： ネイチャーポジティブ経済への関心(基本戦略3)
や生物多様性への配慮(基本戦略5)において、一部前向きな兆
しがみられるが、今後はより具体的な取り組みの強化が必要

・今後の見通し： 現在のままでは目標達成は難しく、さらなる取
り組みの加速化が必要
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表1 森林の面積・量に関する指標の選定例1)

図2 評価の信頼性の設定例1)

[出典]

1)　「生物多様性および生態系サービスに関する総合評価2028(JBO4：Japan 

Biodiversity Outlook 4)に向けた中間提言」掲載資料を加工して作成

2)　IPBES (2018). IPBES Guide on the production of assessments.

JBO4中間提言の詳細は環境省ホームページをご覧ください。

https://www.env.go.jp/nature/biodiversity/jbo.html

【指標の「適切性」を判断する基準】
重要項目
● 評価対象との適合性: 指標が評価の対象（状態目標の内容）
　を適切に表しているか

その他項目
● 妥当な測定・算出方法を用いた定量的なデータであるか
● 評価範囲である日本全体を地理的にカバーしているか
● データ取得の継続性（過去・将来）が確保されているか

【指標のランク付け】
A指標： 主に評価に用いる指標
B指標： A指標がない場合に代替的に用いる指標
C指標： 評価の判断には用いないが、必要に応じて
              トレンドの考察に用いる指標

A指標 B指標 C指標

指標

・森林面積
・林地からの都市的
  土地利用への転換
  面積（目的別用途）

・ニホンジカによる森林生
  態系への影響度の変化
・森林生態系面積
・シカの増加と樹木の新規
  加入率の関係

・松くい虫被害量
・ナラ枯れ被害量
・森林蓄積

指標の適切性
についての主
な判断理由

選定基準をすべて満
たし、森林の面積や
量の評価に適した指
標であるため

過去のデータがない、今後
データが更新される可能
性が低いため

森林の一部のみへ
の影響や変化を見
た指標であるため

基準
すべての判断基準を
満たす

データ取得の継続性(過
去・将来)のみ満たさない

評価対象全体を表
していない

評価での使用 評価に使用 評価に不使用 評価に不使用

(1)指標の「適切性」の基準検討

自然の状態や社会経済状況を正確に評価するため、指

標の量だけでなく質を確保することが重要です。そこで、指

標の「適切性」を判断するためのフローを検討しました。

判断基準として、以下の項目を設定し、A～Cの3段階の

指標でランク付けする手順を決定しました。状態目標1-1

に関する森林の面積・量を測る指標の選定例では、A指標

である2つの指標を実際の評価に使用しました(表１)。

(2)評価の「信頼性」の基準検討

総合評価の手法として、適切な指標を用いて目標に対

する進捗状況を示すだけでなく、その結果をどの程度の「信

頼性」をもって説明できるかが重要なポイントとなります。

そこで、世界規模の評価を行うIPBES(生物多様性および

生態系サービスに関する政府間科学-政策プラットフォー

ム)の考え方2)も参照し、指標の量・質、指標の変化傾向

の一致性を判断基準として、評価の「信頼性」を2段階(高

い/低い)で表現しました。

例えば、図2に示す「事業活動による生物多様性への

配慮(状態目標3-2)」と「持続可能な農林水産業の拡大

(状態目標3-3)」について、どちらも目標達成に向けて順

調でしたが、前者は少ない指標に基づくため信頼性が低く

(破線)、後者は複数指標が同一傾向を示すため信頼性

が高い(実線)と評価されました。

ネイチャーポジティブの実現に向けて

総合評価結果より、下記が明らかとなりました。

これらの結果から、目標から後退している分野が明らか

になり、現状の延長線上では2030年ネイチャーポジティ

ブの実現に届かないという危機感が共有されました。自治

体や民間企業等の各セクターにとっては、特にこれらの分

野への対応を行うことが、よりインパクトも大きく、重要であ

るというメッセージとしても受け取ることができます。

今後は、他の社会課題とも統合的に取り組みながら、

社会経済システム全体が自然に対してプラスとなる方向

へと変革していく必要があります。

おわりに

当社は、自治体における生物多様性地域戦略の策定、

企業における自然関連の情報開示(TNFD)、自治体と民間

企業が連携したネイチャーポジティブ実現に向けた取り組

みに関する豊富な支援実績を有しています。本稿で紹介

した内容は、JBOや国の政策立案だけでなく、各セクターの

取り組み支援にも活かすことができ、取り組みの成果を測

る指標設定や評価手法の検討にも寄与します。

2030年ネイチャーポジティブの実現、2050年自然共

生社会の実現に向けて、自治体や民間企業等の取り組

みを後押しし、ネイチャーポジティブな社会変革を促して

いくため、当社は自然分野を強みとする建設と環境の総

合コンサルタントとして貢献していきます。

●里地里山やサンゴ礁等の生態系の劣化(状態目標1-1関連)

●自然とのふれあいや文化にも関わる生態系サービスの利用の

減少、鳥獣被害の増加(状態目標2-1、2-3関連)

●生態系による炭素吸収量の減少等(状態目標2-2関連)
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図1 土地利用の違いによる地下水位への影響

図2 水田の用水量に影響を与える要素

図3 3次元飽和・不飽和浸透モデルの概念図

水田の水需要量（消費水量）＝減水深（蒸発散量と地下浸透量）

地下水流動を踏まえた農業用水需要の解析
農業環境資源事業部 農業環境資源部 山本 尚行　国土環境研究所 環境技術部門 応用モデリング部　工藤 健太郎

はじめに

近年、都市化が進む農業地域では、地下水位の低下

が顕在化しています。地下水位は農業に必要な水需要

量と密接に関係しているため、その変動を定量的に把握

することが重要です。しかし、従来の水循環解析モデルで

は、地下水位の変動が十分に考慮されていないものが多

く、農業用水需要との関係を適切に評価することが困難

でした。

そこで当社では、地下水流動を詳細に再現できる3次

元飽和・不飽和浸透モデルを構築し、都市化が地下水

位および水田からの浸透量に及ぼす影響を定量的に評

価しました。

農業地域の都市化が及ぼす影響

都市化が進む農業地域では、水田が宅地や道路へ転

用されることで土地利用が大きく変化します。水田は湛水

期間中に継続的に地下へ水を浸透させることで地下水涵

養の重要な役割を果たしています。しかし、宅地化が進む

と舗装面が増え、雨水が地中へ浸透しにくくなり、地表流

出として河川へ直接流れる割合が高まります。その結果、

地下水への供給量が減少し、地下水位の低下が想定さ

れます（図1）。

地下水位の低下は、農業に必要となる水需要量にも直

接影響します。水田の水需要量は、減水深(蒸発散量と

地下浸透量から構成)によって決まり、地下浸透量は、土

壌の種類や整備状況、生育する作物により変化し、地下

水位にも左右されます。地下水位が高いと水田の湛水面

と地下水面の水頭差が小さく、地下への浸透量は抑えら

れますが、地下水位が低下すると水頭差が大きくなり、浸

透量が増加します（図2）。

このため、都市化によって地下水涵養が減少し地下水

位が低下すると、水田からの浸透量が増え、結果として水

需要量（減水深）が大きくなります。これは、都市化が地

下水環境の変化だけでなく、農業用水の確保にも影響を

及ぼすことを示しています。

3次元飽和・不飽和浸透モデルによる水循環解析

(1) モデルの概要

当社が構築した3次元飽和・不飽和浸透モデルは、地

下水の流動と地中の飽和・不飽和状態を同時に解析する

ことができます（図3）。土地利用（水田・宅地）を反映し、

水田が湛水した条件下で水頭差に基づく地下浸透量や

減水深を解析できるよう設定されています（図4）。

※本検討事例は、農林水産省関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所からの委託で実施しました。

  都市化が進む農業地域では、地下水位の変動が農業用水の需要に大きく影響します。そこで、地下水流出を考慮

した水循環解析モデル（3次元飽和・不飽和浸透モデル）を構築し、地下水位と水田からの浸透量を解析しました。

都市化が地下水位および水田の浸透量に与える影響を定量的に評価した結果をご紹介します。
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༔དँ

ίྵඞḤ1：2021年、前ഭ事業଺Ḥ2：1987年ὸ׋ࠋ᣽Ў҄٭下൦ˮ・ถ൦ขểע 6׋

ᚘምイἳーἊ 4׋

ὸעܡ：ዯᑥ：൦田、ỼレンἊᑥ、׊利ဇཞඞί᱅ዴ内ͨ：౨᚛ርע土 5׋

1987 2021

土ע利ဇỊ国土ʩ通Ⴞの国土ૠ͌情報(土ע利ဇኬЎἳッシἷἙータὸをờểỆ࢘社で˺঺

ᵚhttps://nlftp.mlit.go.jp/ᶉsj/gml/datalist/KsjTmplt-L03-ᶀ-2021.htmlᵜ

༔དँ֖֞ח؟ם

田

その他の農用地

森林

荒地

建物用地

道路・鉄道

その他の用地

河川地及び湖沼

ゴルフ場

田

その他の農用地

森林

荒地

建物用地

道路・鉄道

その他の用地

河川地及び湖沼

ゴルフ場

0                                                10km 0                                                10km 0                                                10km 0                                                10km

a) 地下水位(現況) b) 減水深(現況) c)地下水位変化量
  （現況－前歴事業時）

d)減水深変化量
    (現況－前歴事業時)

※2：現在の農業水利施設を整備した事業時期

地区上流部

地区下流部

※1：現況再現は実測値で検証

距離 (m)

標高(m)

(ĳ)検൦事例

ᚐௌݣᝋỊ、前ഭ事業଺ί1987年ὸẦỤྵנ(2021年)

ỆẦẬề൦田ầถݲし、҄עܡầᡶỮẻ都市ᡈᢸのᠾ業

利ဇをẸủẹע5ὸ。前ഭ事業଺ểྵඞの土׋ですί؏ע

ủᚨܭし、ඕ川൦ˮを境မ条ˑểしềᚐௌしൔ᠋しましẺ

ί6׋ὸ。Ẹの結ௐ、ྵඞのע下൦ˮỊ前ഭ事業଺ể᠋Ổề、

ཎỆע区下්部で˯下しềいỦẮểầᄩᛐẰủましẺ。൦

田の҄עܡỆợụע下ồのේᡢ᣽ầถݲしẺẮểầɼễᙲ

下൦ˮの˯下Ệˤい、ྵඞのע、ểᎋảỤủます。まẺ׆

ถ൦ข(൦田のဇ൦᣽)ầفьしềいỦͼӼờܭ᣽ႎỆᅆẰ

ủましẺ。ễお、ᚐௌしẺถ൦ขỆ൦田᩿ᆢをੑẬủịဇ

൦᣽ểễụ、࢘ἴἙルỊע؏の൦ᩔᙲ৭੮Ệờ有јです。

おͩͤに

ᡈ年、ᠾ業ע؏ỆおẬỦ൦ࣅ環をችࡇ高Ẫᚸ̖すỦẺ

ỜỆỊ、土ע利ဇの҄٭ẻẬでễẪ、無ᨀᩋ஖᧓のفь

ởᗡᩌ଺஖の早஖҄ሁ、ൢͅ٭ѣỆˤạע下൦のਫѣ

をᢘЏỆӒପすỦẮểầ൭ỜỤủます。

࢘社でỊ、ʻׅኰʼしẺᚐௌỆьả、上ᚡのᛢ᫆をᚐ

ൿすỦẺỜ、ע下൦්ЈをᎋॾしẺעᘙ්ЈἴἙルの開

発ሁ、ٶಮễ環境҄٭ỆࣖݣできỦ൦ࣅ環ἴἙルの高ࡇ

҄Ệ取ụኵỮでいます。ʻࢸờ、ᠾ業ဇ൦ᩔᙲ᣽のችࡇӼ

上を׋ụ、ਤዓӧᏡễᠾ業のਖ਼ᡶỆᝡྂしềいきます。
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〒950-0087　　新潟県新潟市中央区東大通 2-5-1
〒455-0032　　愛知県名古屋市港区入船 1-7-15
〒730-0841　　広島県広島市中区舟入町 6-5
〒780-0053　　高知県高知市駅前町 2-16
〒812-0055　　福岡県福岡市東区東浜 1-5-12
〒690-0061　　島根県松江市白瀉本町13-4
〒370-0841　　群馬県高崎市栄町 16-11
Klong Luang, Pathumthani 12120, Thailand
〒401-0501　　山梨県南都留郡山中湖村山中字茶屋の段 248-1 山中湖畔西区 3-1
青森､盛岡､秋田､山形､いわき､茨城､群馬､北関東､千葉､神奈川､相模原､富山､金沢､福井､山梨､飯田､長野､岐阜､恵那､静岡､沼津､菊川､
豊川､三重､桑名､滋賀､神戸､奈良､和歌山､鳥取､岡山､下関､山口､徳島､高松､北九州､佐賀､長崎､熊本､宮崎､鹿児島､沖縄北部
ボゴール(インドネシア)、ロンドン(英国)
新日本環境調査株式会社、沖縄環境調査株式会社、東和環境科学株式会社、株式会社Ｉdes、株式会社クレアテック、
以天安(北京)科技有限公司

お部屋の健康診断 PCR検査法によるDNA診断

綿棒でふき取って送るだけ(送料無料)
ホコリや汚れの中に存在するダニ・花粉・カビ・バクテリア・トコジラミ

・ヒゼンダニのDNA量を測定して、お部屋の衛生状態を評価します。

お客様の状況に合わせた診断プランを用意しております。

https://www.ideacon.co.jp/lifecare/

お申し込みはこちら→

そのほかにも身近な問題や課題を解決するさまざまなサービスを提供しています。

診断報告書例

カビ

バクテリア ゴキブリ

ダニ

花粉

社会基盤の形成と環境保全の総合コンサルタント

いであ株式会社
1953(昭和28)年5月
東京都世田谷区駒沢3-15-1
31億7,323万円
代表取締役会長　田畑 日出男
代表取締役社長 田畑 彰久
1,112名(2026年4月1日現在、嘱託・顧問を含む)

商 号

創 立

本社所在地

資 本 金

役 員

従 業 員 数

CORPORATE DATA

事業内容

■建設コンサルタント事業
河川・海岸・港湾・道路・橋梁の整備・保全、交通・都市・地域計画、防災・減災対策

■環境コンサルタント事業
環境調査、環境評価・環境計画、自然環境の保全・再生・創造、環境化学分析、環境リスク評価、
廃棄物・有害化学物質対策、食品分析、衛生検査、生命科学

■情報システム事業
情報基盤の構築支援、防災・減災システム開発、気象・健康・生活情報の提供・配信

■海外事業
インフラマネジメント、環境保全・創出
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